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希少種ホトケドジョウの遺伝的多様性指標 

農業水路等の水利施設の生態系保全に向けて，遺伝的
多様性の評価指標となりえる核DNA配列を希少種であ
るホトケドジョウについて決定しました。 

研究のポイント 

 ホトケドジョウは生息量が少ないことから希少性が高
く，水田水域の環境指標や農業農村整備事業での保
全対象になりやすい種です。 

 このような希少種は，遺伝的多様性の劣化による種
存続の危機が懸念されています。 

 生息場の保全やネットワーク化を検討する際，本種に
ついての遺伝的多様性の実態を評価する指標が求
められています。 

研究の背景 

本指標には，以下の特徴があります。 

 核DNAに散在し，CA，CTA 等の２～５塩基を繰り返し
単位とするDNA配列を指標としています。 

 合計19種類の指標配列を決定しています。 

 ある地域の各個体に見られる指標の繰り返しタイプを
特定し，他地域個体とのタイプ数（対立遺伝子数）や
タイプの類似性（遺伝的分化）を比較して，遺伝的多
様性レベルや近縁関係を調べることができます。 

指標の概要 

栃木県南東部の6河川水系の農業水路に生息する個体
について分析しました。 

 遺伝的多様性のレベルは，どの水路の個体も高いこ
とを確認できました。 

 水路間の個体の近縁関係は比較的遠く，遺伝的多様
性の質が水路ごとに異なることを確認できました。 

分析例 

ホトケドジョウの遺伝的多様性指標 
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→河川の地理的配置に関連しています。 
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遺伝的距離が近い 

ホトケドジョウ Lefua echigonia 
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→多様性の低下は認められません。 
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